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（学 歴） 

1974 年  4 月 京都大学工学部建築学第二学科入学 

1978 年  3 月 京都大学工学部建築学第二学科卒業 

1978 年  4 月 京都大学大学院工学研究科建築学第二専攻修士課程入学 

1980 年  3 月 同上修了 

1990 年  9 月 工学博士取得（京都大学 論工博 2401 号） 

 

（職 歴） 

1980 年  4 月 清水建設株式会社入社 原子力部配属 

1982 年 10 月 清水建設大崎研究室 

1986 年  8 月 同上特別休職 

 南カリフォルニア大学地質学部地球物理学科客員研究員 

1989 年  1 月 清水建設大崎研究室復職 

1991 年 11 月 同上特別休職 

 メキシコ国立防災センターJICA 長期派遣専門家 

1992 年 11 月 清水建設大崎研究室復職 

1993 年  2 月 清水建設大崎研究室主任研究員 

1995 年  5 月 清水建設和泉研究室に配置換(所属名称変更) 

1998 年  4 月 清水建設和泉研究室地震防災グループ グループリーダー 

1998 年 10 月 九州大学大学院人間環境学研究科助教授 

 同工学部建築学科助教授を兼務 

1999 年  4 月 九州大学大学院人間環境学研究院に配置換(所属名称変更) 

 同人間環境学府助教授を兼務 

2000 年 10 月 九州大学大学院人間環境学研究院教授 

 同人間環境学府教授を兼務 

2007 年  4 月 九州大学大学院人間環境学研究院副研究院長 

 同人間環境学府副学府長を兼務 

2008 年  4 月 京都大学防災研究所教授に異動 

 同大学院工学研究科教授を兼務 

2013 年  4 月 同防災研究所研究・教育担当副所長を兼務 

2015 年  3 月 同防災研究所研究・教育担当副所長の兼務終了 

2018 年  3 月 同防災研究所教授を早期退職 

2018 年  4 月 同防災研究所特定教授に着任 

2021 年  4 月 同防災研究所特定教授を退職，特任教授に着任 

 

（賞 罰） 

2005 年  4 月 2005 年日本建築学会賞（論文） 

2007 年  4 月 平成 19 年度九州大学研究・産学官連携活動表彰 

 

（資 格） 

1983 年  9 月 一級建築士登録 登録番号 第 176383 号 
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（学会・委員会） 

1999 年～現在 文部科学省地震調査研究推進本部強震動評価手法分科会委員 

2002 年～2004 年 文部科学省地震調査研究推進本部長期評価部会委員 

2016 年～現在 文部科学省地震調査研究推進本部強震動部会委員 

2004 年～2021 年 IASPEI/IAEE 表層地質に関する国際ワーキンググループ座長 

1996 年～現在 米国地震学会論文集編集委員会委員 

2020 年～現在 米国地震学会評議員 

2020 年～現在 （一財）日本建築総合試験所常務理事 
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川瀬 博 教授 研究業績 

 

Ⅰ．学術論文（審査付）139 編 

 

【１】 福和伸夫, 佐藤俊明, 川瀬博, 中井正一：不整形性を有する沖積地盤の地震観測シミュレーション, 
-BEM と FEM の結合解法による解析-, 構造工学論文集, 31B, 1-10, 1985. 

【２】 Kawase, H.：Time-domain response of a semi-circular canyon for incident SV, P, and Rayleigh waves calculated 
by the discrete wavenumber boundary element method, Bulletin of the Seismological Society of America, 78, 
1415-1437, 1988. 

【３】 Kawase, H. and K. Aki.: A study on the response of a soft basin for incident S, P, and Rayleigh waves with 
special reference to the long duration observed in Mexico City, Bulletin of the Seismological Society of America, 79, 
1361-1382, 1989. 

【４】 Kawase, H. and K. Aki.：  Economical seismogram synthesis using causality with FFT, Bulletin of the 
Seismological Society of America, 79, 1294-1299, 1989. 

【５】 Kawase, H. and K. Aki.: Topography effect at critical SV-wave incidence: possible explanation of damage pattern 
by the Whittier Narrows, California, earthquake of 1 October 1987, Bulletin of the Seismological Society of America, 
80, 1-22, 1990. 

【６】 Kawase, H. and T. Sato.: Simulation analysis of strong motions in Ashigara Valley considering one- and 
two-dimensional geological structures, Journal of Physics of the Earth, 40, 27-56, 1992. 

【７】 佐藤智美, 佐藤俊明, 川瀬博：堆積盆地における S 波伝播の識別と土の非線形性の同定,足柄平野久野地

区の鉛直アレーで観測された弱震動と強震動の分析, 日本建築学会構造系論文報告集, 449, 55-68, 1993. 
【８】 川瀬博：表層地質による地震波の増幅とそのシミュレーション, 地震, 第 2 輯, 46, 171-190, 1993. 
【９】 川瀬博：北海道内の各地気象台における強震動特性,-1993 年釧路沖地震での釧路気象台の記録に着目し

て-,日本建築学会構造系論文報告集, 459, 57-64, 1994. 
【１０】佐藤智美, 川瀬博, 佐藤俊明：ボアホール観測記録を用いた表層地盤同定手法による工学的基盤波の推定

及びその統計的経時特性, 日本建築学会構造系論文報告集, 461, 19-28, 1994. 
【１１】佐藤智美, 川瀬博, 佐藤俊明：表層地盤の影響を取り除いた工学的基盤波の統計的スペクトル特性,仙台地

域のボアホールで観測された多数の中小地震記録を用いた解析 , 日本建築学会構造系論文報告集, 462, 
79-89, 1994. 

【１２】佐藤智美, 川瀬博, 佐藤俊明：観測記録から同定した地震動の統計的特性と地盤の非線形性を考慮した強

震動予測, 日本建築学会構造系論文報告集, 463, 27-37, 1994. 
【１３】佐藤智美, 川瀬博：地盤の 2 次元性と非線形性を考慮したボアホール地震観測記録に基づく地盤の増幅特

性のシミュレーション, 足柄平野久野地区の鉛直アレーで観測された弱震動と強震動の分析, 日本建築学

会構造系論文集, 468, 39-49, 1995. 
【１４】Satoh, T., H. Kawase, and T. Sato.：Nonlinear behavior of soil sediments identified by using borehole records 

observed at the Ashigara valley, Japan, Bulletin of the Seismological Society of America, 85, 1821-1834, 1995. 
【１５】川瀬博, 佐藤智美, 福武毅芳, 入倉孝次郎：兵庫県南部地震による神戸市ポートアイランドでのボアホー

ル観測記録とそのシミュレーション, 日本建築学会構造系論文集, 475, 83-92, 1995. 
【１６】川瀬博, 佐藤智美, 松島信一, 入倉孝次郎：余震観測記録に基づく兵庫県南部地震時の神戸市東灘区にお

ける本震地動の推定, 日本建築学会構造系論文集, 476, 103-112, 1995. 
【１７】Satoh, T., H. Kawase, and T. Sato.：Evaluation of local site effects and their removal from borehole records observed 

in the Sendai Region, Japan, Bulletin of the Seismological Society of America, 85, 1770-1789, 1995. 
【１８】Iwata, T., K. Hatayama, H. Kawase, K. Irikura, and K. Matsunami.：Array observation of aftershocks of the 1995 

Hyogo-ken Nambu earthquake at Higashinada Ward, Kobe City, Journal of Natural Disaster Science, 16, 41-48, 1995. 
【１９】Iwata, T., K. Hatayama, H. Kawase, and K. Irikura.：Site amplification of ground motions during aftershocks of the 

1995 Hyogo-ken Nanbu earthquake in severely damaged zone, -Array observation of ground motions in Higashinada 
Ward, Kobe City, Japan-, Journal of Physics of the Earth, 44, 553-561, 1996. 

【２０】川瀬博, 林康裕：兵庫県南部地震時の神戸市中央区での基盤波の逆算とそれに基づく強震動シミュレーシ
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ョン, 日本建築学会構造系論文集, 480, 67-76, 1996. 
【２１】林康裕, 川瀬博：1995 年兵庫県南部地震における神戸市中央区の地震動評価, 日本建築学会構造系論文集, 

481, 37-46, 1996. 
【２２】Kawase, H.：The cause of the damage belt in Kobe: "The basin-edge effect", Constructive interference of the direct 

S-wave with the basin-induced diffracted/Rayleigh waves, Seismological Research Letters, 67, 25-34, 1996. 
【２３】Satoh, T., H. Kawase, and T. Sato.：Statistical spectral model of earthquakes in the eastern Tohoku district, Japan, 

based on the surface and borehole records observed in Sendai, Bulletin of the Seismological Society of America, 87, 
446-462, 1997. 

【２４】趙伯明, 堀家正則, 竹内吉弘, 川瀬博：微動と地震動から推定された地盤特性の比較, 地震, 第 2 輯, 50, 
67-87, 1997. 

【２５】林康裕, 宮腰淳一, 田村和夫, 川瀬博：1995 年兵庫県南部地震の低層建物被害率に基づく最大地動速度の

推定, 日本建築学会構造系論文集, 494, 59-66, 1997. 
【２６】佐藤智美, 川瀬博, 松島信一：1996 年 8 月秋田・宮城県境付近の地震群の K-NET 強震記録から推定した

震源・伝播・サイト特性, 地震, 第 2 輯, 50, 415-429, 1998. 
【２７】佐藤智美, 川瀬博, 松島信一, 杉村義広：アレー微動観測に基づく仙台市とその周辺地域での地下深部 S

波速度構造の推定, 日本建築学会構造系論文集, 503, 101-108, 1998. 
【２８】川瀬博, 松島信一, R.W. Graves, P.G. Somerville：「エッジ効果」に着目した単純な二次元盆地構造の三次元

波動場解析－兵庫県南部地震の際の震災帯の成因－, 地震, 第 2 輯, 50, 431-449, 1998. 
【２９】佐藤智美, 佐藤俊明, 川瀬博, 植竹富一：地震観測記録の応答スペクトルとフーリエスペクトルの回帰係

数の違いとその解釈, 日本建築学会構造系論文集, 506, 83-92, 1998. 
【３０】片岡俊一, 川瀬博：微動と発破記録の表面波解析から推定される神戸市東灘区における地下構造, 地震, 第

2 輯, 51, 99-112, 1998. 
【３１】勅使川原正臣, 北川良和, 川瀬博, 宇佐美祐人：兵庫県南部地震における被災地域での強震動特性と建築

物の被害解析, 第 10 回日本地震工学シンポジウム論文集, 第一分冊, 315-320, 1998. 
【３２】川瀬博, 松島信一, グレイブス・ロバート, サマビル・ポール：1995 年兵庫県南部地震での震災帯の生成

に着目した神戸市域における強震動シミュレーション, 第 10 回日本地震工学シンポジウム論文集, 第一分

冊, 685-690, 1998. 
【３３】松島信一, 川瀬博, 佐藤俊明：1995 年兵庫県南部地震の余震観測記録のシミュレーションによる震源メカ

ニズム及び基盤速度構造の推定, 第 10 回日本地震工学シンポジウム論文集, 第一分冊, 691-696, 1998. 
【３４】佐藤智美, 川瀬博：1996 年 8 月秋田・宮城県境付近の地震の K-NET 強震記録に見られる表面波の分析, 第

10 回日本地震工学シンポジウム論文集, 第一分冊, 1011-1016, 1998. 
【３５】佐藤忠信, 山下典彦, 関口春子, 川瀬博, 室野剛隆：兵庫県南部地震で発生した強震域での加速度応答ス

ペクトルと位相スペクトルの推定, 第 10 回日本地震工学シンポジウム論文集, 第三分冊, 2995-2998, 1998. 
【３６】川瀬博, 松島信一：三次元盆地構造を考慮した 1995 年兵庫県南部地震の神戸地域における強震動シミュ

レーション, 日本建築学会構造系論文集, 514, 111-118, 1998. 
【３７】佐藤智美・川瀬博・松島信一：微動と S 波、P 波、coda から求められる地盤特性の違いとその理論的解

釈, 地震, 第 2 輯, 51, 291-318, 1998. 
【３８】松島信一, 川瀬博：1995 年兵庫県南部地震の複数アスペリティモデルの提案とそれによる強震動シミュ

レーション, 日本建築学会構造系論文集, 534, 33-40, 2000.8. 
【３９】伊藤茂郎, 川瀬博：統計的グリーン関数法による強震動予測法の検証と仮想福岡地震への適用, 日本建築

学会構造系論文集, 540, 57-64, 2001.2. 
【４０】生田寛, 川瀬博, 多賀直恒：偏心を有する在来構法木造住宅の耐震性能に関する解析的研究, 日本建築学

会構造系論文集, 540, 33-40, 2001.2. 
【４１】伊藤茂郎, 久原寛之, 川瀬博：K-net データから抽出した地震動の統計的性質とそれを用いた波形合成用

グリーン関数の生成, 日本建築学会構造系論文集, 543, 37-44, 2001.5. 
【４２】Satoh, T., H. Kawase, and S. Matsushima：Estimation of S-wave velocity structures in and around the Sendai Basin, 

Japan, using array records of microtremors, Bulletin of the Seismological Society of America, 91, 206-218, 2001. 
【４３】Satoh, T., H. Kawase, and S. Matsushima：Differences between site characteristics obtained from microtremors, 

S-waves, P-waves and codas, Bulletin of the Seismological Society of America, 91, 313–334, 2001. 
【４４】長戸健一郎, 川瀬博：建物被害データと再現強震動による RC 造構造物群の被害予測モデル, 日本建築学
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会構造系論文集, 544, 31-37, 2001.6. 
【４５】Satoh, T., H. Kawase, T. Sato, and A. Pitarka：Three-dimensional finite-difference waveform modeling of strong 

motions observed in the Sendai Basin, Japan, Bulletin of the Seismological Society of America, 91812-825, 2001. 
【４６】Satoh, T., H. Kawase, T. Iwata, S. Higashi, T. Sato, K. Irikura, and H.-C. Huang,：S-Wave velocity structure of the 

Taichung Basin, Taiwan, estimated from array and single-station records of microtremors, Bulletin of the 
Seismological Society of America, 91, 1267 – 1282, 2001. 

【４７】Horike, M., B. Zhao, and H. Kawase：Comparison of site response characteristics inferred from microtremors and 
earthquake shear waves, Bulletin of the Seismological Society of America, 91, 1526 – 1536, 2001. 

【４８】川瀬博：建物の地震被害の予測とその軽減への展望, 地学雑誌, 110, No.6, 885-899, 2001. 
【４９】松島信一, 川瀬博, 佐藤俊明, Graves, R.W., Somerville, P.G.：神戸市域の三次元基盤速度構造の推定, 地震, 

第 2 輯, 55, 129-141, 2002. 
【５０】増田有周, 長戸健一郎, 川瀬博：RC 造建物の地震応答解析結果に基づく被害関数構築に関する研

究 , 日本建築学会構造系論文集, 558, 101-107, 2002.8. 
【５１】森洋人, 川瀬博：確定付加質量がもたらす共振振動数の変動に基づく RC 造建物の実質量と実剛性の同時

推定, 日本建築学会構造系論文集, 559, 93-100, 2002.9. 
【５２】長戸健一郎, 川瀬博：鉄骨造建物群の被害予測モデルの構築, 日本建築学会構造系論文集, 559, 101-106, 

2002.9. 
【５３】中道聡, 川瀬博：福岡市における三次元地下構造を考慮したハイブリッド法による広周期帯域強震動予測, 

日本建築学会構造系論文集, 560, 83-91, 2002.10. 
【５４】川瀬博, 齊藤悠輔：矩形パッチモデルによる理論波形と観測波形の比較に基づいたすべり速度関数の抽出

と震源域の強震動特性, 第 11 回日本地震工学シンポジウム, 2002.11. 
【５５】川瀬博, 包 那仁満都拉, Dorjpalam, Saruul：建物の動特性調査と統計調査結果に基づいたモンゴル国ウラ

ンバートル市における地震被災シナリオ解析, 第 11 回日本地震工学シンポジウム, 2002.11. 
【５６】松尾秀典, 川瀬博：K-NET データによるサイト特性と理論増幅特性の比較に基づいた S 波速度構造の推

定とそれを用いた強震動シミュレーション, 第 11 回日本地震工学シンポジウム, 2002.11. 
【５７】長戸健一郎, 川瀬博：観測被害統計と非線形応答解析に基づく木造建物被害予測モデルの構築と観測強震

動への適用, 第 11 回日本地震工学シンポジウム, 2002.11. 
【５８】川瀬博, 長戸健一郎, 中道聡：ハイブリッド法強震動予測結果に基づいた福岡市におけるシナリオ地震の

被害予測, 構造工学論文集, Vol.49B, 7-16, 2003.3. 
【５９】川瀬博, 松尾秀典：K-NET, KiK-Net, JMA 震度計観測網による強震動波形を用いた震源・パス・サイト各

特性の分離解析, 日本地震工学会論文集, 第４巻, 第１号, 33-52, 2004.2. 
【６０】Nagato, K. and H. Kawase：Damage Evaluation Models of Reinforced Concrete Buildings Based on the Damage 

Statistics and Simulated Strong Motions During the 1995 Hyogo-ken Nanbu Earthquake, Earthquake Engineering and 
Structural Dynamics, Vol.33, No.6, 755-774, 2004.6. 

【６１】包 那仁満都拉, 川瀬博：常時微動計測に基づく中低層 RC 造建物の振動特性とその耐震性評価,日本建築

学会構造系論文集, 577, 29-36, 2004.3. 
【６２】Iida, M. and H. Kawase：A Comprehensive Interpretation of Strong Motions in the Mexican Volcanic Belt, Bulletin 

of the Seismological Society of America, 94, 598 – 618, 2004.4. 
【６３】川瀬博, 増田有周：八代市およびその周辺地域の日奈久断層系による地震被害想定, 日本建築学会構造系
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